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昔の写真を探しています！
問 総務課広報・広聴係
　 ☎22-0555

当時はまだ橋がかかっていな
い白糸の滝。登山道の整備も
進み、毎年多くの人が訪れる町
のおすすめスポットです。この
夏にぜひ、凉と癒しを求めて白
糸の滝に出かけてみませんか。

白糸の滝で清涼
提供者●相原 光治さん
撮影日●昭和40 年頃
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▶恥ずかしながら私は初め
て「千人針（P1-3）」を知りまし
た。白布に赤い糸玉が並び、
その一つ一つに生還への祈り
が込められ、実際に手にする
と何とも言えない“重み”が･･･。
もうすぐ70回目の終戦記念日。
国民の８割が戦後生まれの今
だからこそ、無言のまま何か
を語りかける千人針を紹介し、
戦争を振り返るきっかけになれ
ばと特集を組みました。（相原）
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▶「自分たちの町を自分たち
でつくる」。新たに誕生する
図書館・歴史資料館のコンセ
プトです。あらゆる世代の人
のアイデアと思いが形になり、
今までにない斬新な図書館
ができることを私も一町民とし
て本当に楽しみにしています。
今月は座談会に加え、７日間
のワークショップが開催されま
す。ぜひ参加して設計者の
一人になりませんか。（黒崎）

中央公民館図書室  ☎28-4100
（福智町赤池 970 番地 3）

開室時間／9時～17時 ※８月は下記の通り

休室日／毎週㊊・毎月第３㊐・㊗・年末年始
　　　　蔵書整理期間（不定期）
貸出期間／２週間［１度に１人５冊まで］

図書館デザイン 住民と一緒に

開室時間を延長！

「図書館・歴史資料館準備室」
からのお知らせ No.2

月17日に地域交流センターで、図書館・歴史資料館「ふ
くちのち」の住民説明会が行われました。設計者（o+h）

や鳥越館長、嶋野町長、図書アドバイザーの花井裕一郎氏が
約150人の参加者に現在の設計案や方針を説明。その後行な
われた質疑応答では、各中学校の生徒会長から「中学生も建
設に関わりたい」という意見や、「図書館に通えない人への配
慮は」などの質問が１時間以上にわたって展開され、設計者は
一つひとつ丁寧に答えながら、住民の熱い思いを受けとめて
いました。町が新しい図書館をデザインする上で一番大事に
しているのは「自分たちのまちを自分たちでつくる」ということ。
さまざまな立場の人が図書館への想いを語り合った今回の説
明会は、新たなまちを“共に創る”大きな第一歩となりました。

６月に赤池支所で行われた初の座談会では、昼・
夜の部とも熱い議論が展開されました。「もっと
多くの人と意見交換をしながら、おもしろい図書
館づくりのヒントを一緒に考えたい」という鳥越
館長の思いから、次回は方城分館で開催します！
今回も昼と夜の２回に分けた館長を囲む座談会形
式。みなさんの率直な
意見やステキなアイデ
アをぜひ聞かせてくだ
さい。たくさんのご参
加をお待ちしています。
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↑
図
書
館
づ
く
り
に
関
わ
り
た
い
と
設
計
者
に
伝
え
る
中
学
生
。

ご利用ください。まちの図書室
本の情報と紹介

▶日時　８月10日月
▶場所　方城分館 ２階会議室  （伊方4480番地 1）

【昼の部】14時～
【夜の部】19時～

著／米澤 穂信　
出版／新潮社

『満願』

ミステリの旗手が描い
た緊張感あふれる短編
集。華麗なるミステリの
世界をご堪能ください。

図書館・歴史資料館の設計に関する座談会

「鳥越館長を囲む会」第二弾！
８月４日～29 日（※土・日・月を除く）の期間、
図書室の開室時間を21 時 30 分までに
延長します。夜間の利用ニーズを調べるこ
とで、新たな図書館の開館時間を決めるた
めの参考とします。今まで利用しにくかった
かたも、この機会に図書室へお越しください。

図書館づくりに向けたお試し期間

図書司書

川嶋 佳枝さん

お
仕
事
や
学
校
の
帰
り
、
夕
方
の

家
事
を
終
え
た
時
間
な
ど
に
、
図

書
室
を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。問公民館係（図書） ☎ 28-2046


